
Ⅰ．はじめに

新型コロナウイルス感染症（COVID- 19）の全国的な蔓延によ
る外出自粛の要請等をきっかけに猫の飼育者が増加した。一般社
団法人ペットフード協会の「2022 年（令和 4 年）全国犬猫飼育
実態調査結果」では，2021 年の新規飼育者の飼育頭数は 48 万頭
であり，2013 年から 2022 年の 10 年で最多頭数であった。猫の
飼育者が増加したため，猫の飼育には欠かせない猫砂を購入する
人も増加している。猫砂には木材を使った木製猫砂があり，猫砂
を通して飼育者に木製品を身近に感じられる可能性がある。

猫砂に着目した既住研究としては，石川（1999）による猫が好
む猫砂がどのような砂なのか 5 種類の商品を比較した研究がある
が，木製猫砂そのものや，猫砂の種類による販売状況の違いに着
目した報告はない。そこで本研究では猫砂を販売している小売店
における木製猫砂の販売状況，また小売店が木製猫砂に対しどの
ように考えているか，今後も取り扱う意志があるのかについて明
らかにする。

Ⅱ．猫砂と猫の排泄箱の概要

猫砂とは猫のトイレに用いられる砂である。猫砂が使われる目
的として自身の排泄物を砂に埋めて隠す猫の習性による排泄のし
やすさと消臭が挙げられる。猫砂の粒の大きさや重さ，性質は商
品により異なる。猫が好む猫砂は石川（1999）によると手触りが
硬く粒が小さく，重い，無臭，脱臭能脱がある猫砂であること
がわかっている。販売形態として猫砂は袋に入れて販売されて
おり，容量は L 単位の商品が多いが，稀に kg 単位の商品がある。

価格 .com - 猫砂製品一覧から商品を原料別に分け，その原料の
種類別製品数をまとめた。猫砂の原料種類は主に 5 種類で鉱物製，
紙製，おから製，シリカゲル製，木製である。原料の種類別製
品数から商品数の原料種類別割合を出した（図‒1）。原料の種類
別製品数 1 位は紙製 30％，2 位は木製 27％，3 位は鉱物製 17％，
4 位はおから製 10％であった。

また，価格 .com - 猫砂製品一覧から製品の容量について調査
したところ 2 L~ 35 L の商品があり，その最頻値を求めると 7 L
となった。更に 2 番目の最頻値は 6 L であった。百分率で表すと，
7 L は 25％，6 L は 16％であった。

猫の排泄箱は 2 種類あり，この種類で猫砂に求められる性質が
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図‒1．商品数の原料種類別割合
（調査結果から筆者作成）

て大きな特徴が見られず，なぜこの年に論文が多いのかについて
は，国産ジビエ認証制度の影響も視野に残しつつ再調査の余地が
ある。

鳥獣被害と結びついたジビエという内容のものが出現したのは
2006 年であったため，先述の 2005 年の出来事はやはり影響力の
あるものであったことがわかる。

3.	2005 年の出来事について
新聞記事や CiNii での調査において 2005 年に何かがあったと

いうことがわかったためそれについて情報を収集した。
その結果，2017 年に信州ジビエ研究会が発行した “ 信州ジビ

エストーリーズ（12）” において年表中 2005 年の欄に「野生鳥獣
被害に悩む農山村で，捕獲した野生鳥獣をジビエ（肉）として有
効活用しよう……。が，はじまり」という記載を発見した。具体
的な出来事については不明瞭であったが，やはり 2005 年を境に
野生鳥獣被害の対策としてジビエを利用する動きが広まったこと
は事実のようである。

尚，鳥獣法に関する法律において1999年に改正があった（11）
が，それまで保護・繁殖，育成が主たる目的であったところに管
理という理念が導入され，これが野生鳥獣被害とジビエが結びつ
く最初の要因になったと考える。

Ⅴ．今後の展望

各調査の中で 2005 年を境に長野県信州を中心に被害対策と野
生鳥獣肉の理由が結びつけられるようになったことがわかったが，
なぜその年でその場所なのかといった具体的な理由に関しては，
今回は調査の対象とすることができなかったため，引き続き調査
を進める中で明らかにしていきたい。

また，国産ジビエ認証制度の制定及び運用開始の背景として，
制定以前に処理施設が増加していたということが挙げられるが，

制定以前のジビエ流通の状況や，制定前後の変化について調査を
行いたい。

本論文の主題である「ジビエ」というワードが利用にどのよう
な影響を与えているのかは現段階ではまだ不明瞭であるため，今
後はジビエというワードに限らず，同義の他のワード（シカ肉，
獣肉等）でもこれまでと同様の調査を行いたい。
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られる。
将来も木製猫砂を取り扱っていきたいかという質問には回答の

あった 6 社全てが木製猫砂を取り扱っていきたいと回答した。今
後売上があまり期待できないと回答したコンビニ A も購入者が
いる限りそのニーズに応えるという回答だった。このことから，
小売店は購入者がいる限り木製猫砂を取り扱っていきたいと考え
ていることがわかった。

Ⅴ．まとめ

木製猫砂の長所は重量が軽い，廃棄の容易さであり，加えて化
学物質などを使用していない商品や木材の端材・廃材などを使用
した商品ということを謳った製品パッケージや商品説明があるこ
とで購入者に環境への配慮を促す一助になる可能性がある。

木製猫砂を取り扱っている鹿児島市内の小売店では，猫砂はこ
れからも売上が期待できるという回答が多く，また購入者がいる
限り木製猫砂を今後も取り扱おうと考えていることが明らかと
なった。

今後の研究課題として，木製猫砂の商品が購入者からどのよう
に評価されているのか，環境への配慮が購入意欲につながってい

るのかについての調査や製造している会社に製造コストなどの聞
き取り調査を行い，木製猫砂への評価や木製猫砂を製造している
会社の実態を明らかにすることが挙げられる。

引用文献

一般社団法人ペットフード協会（2022）URL:https://petfood.
or.jp/topics/img/ 221226 .pdf.（2023 年 4 月 14 日利用）

石川貴子，内田佳子，山田弘司（1999）日本獣医師会雑誌 52 巻
3 号：183 - 186

株式会社アイドカ（2023）URL:https://store.aidca.jp/%e 7 % 8 c% 
ab/p 2011 /（2023 年 10 月 11 日利用）

株式会社マイベスト（2023）URL:https://my-best.com/ 873（2023
年 10 月 11 日利用）

株式会社マイスターズ（2023）https://petnomori.jp/knowledge/
detail/?w_book_id= 387（2023 年 10 月 11 日利用）

価格 .com（2023）URL:https://kakaku.com/pet/litter/itemlist.
aspx（2023 年 10 月 11 日利用）

（2023 年 11 月 10 日受付；2023 年 12 月 25 日受理）

九州森林研究　No. 77　2024. 3

3

表‒4．回答一覧
会社名 取扱 取扱開始時 需要拡大 売上金額 売上期待度 売れ筋容量 種類別売上 売れ筋商品 将来の取扱

1 スーパーマーケット A 〇 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
2 スーパーマーケット B 〇 2022（木） △ ‒ 〇 ‒ ‒ ‒ 〇
3 スーパーマーケット C 〇 ‒ △ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
4 スーパーマーケット D 〇 ‒ 〇 ‒ 〇 5 L～8 L ① 1 〇
5 ドラッグストア A 〇 ‒ △ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
6 ホームセンターA 〇 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ 〇
7 ホームセンターB 〇 1989 くらい 〇 ‒ 〇 大容量 ② 2 〇
8 ホームセンターC 〇 2002 △ ‒ 〇 ‒ ③ ‒ 〇
9 コンビニ A 〇 2016 〇 ‒ △ ‒ ‒ ‒ 〇
10 スーパーマーケット E × ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
11 百円ショップ A × ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
12 百円ショップ B × 2001 ‒ 2008 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
13 コンビニ B × ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
◎：とても良い　○：良い　△：どちらともいえない　―：未回答
①　 1 位：鉱物製　 2 位：紙製　 3 位：木製
②　 1 位：紙製　 2 位：木製　 3 位：鉱物製　 4 位：おから製　 5 位：シリカゲル製
③　 1 位：紙製 44 % 　 2 位：鉱物製 38 % 　 3 位：木製 13 % 　 4 位：おから製 5 %
1商品：鉱物製 8 L の商品
　・昔から流通しているもの（鉱物製）で，コストパフォーマンスがよいもの
2商品：紙製の商品
　・色のつくタイプは処理のしやすさ
　・色のつかないタイプは健康状態の管理のしやすさ

異なる（表‒1）。通常用トイレには固まる猫砂，システムトイレ
には固まらない猫砂が使用される。

通常用トイレは桶のような形の容器になっているのに対しシス
テムトイレは上下の容器に分かれている。この排泄箱の形状によ
る違いが，1カ月の猫砂使用量の違いに表れている。一般的にシ
ステムトイレより通常用トイレの方が猫砂使用量は多い。通常用
トイレの猫砂使用量が多いのは，通常用トイレは固まる猫砂を使
用しているためである。猫が排尿した後に固まった猫砂を取り除
く必要があり，そのため猫砂の量は減少する。しかし，システム
トイレは上の容器がすのこ状になっており，上の容器から落ちて
きた尿を下の容器のシートが吸収するようになっているため猫砂
を取り除く作業が必要なく，猫砂の量は変化しない。

また，猫砂には原料の種類で性質が異なり，それをまとめたも
のが表‒2 である。1 L あたりの価格は価格.com - 猫砂製品一覧の
最安価格（送料別）から求めた。価格に注目すると鉱物製が最も
安価で，シリカゲル製が最も高価であることがわかる。他の 3 種
類の紙製，おから製，木製はあまり価格に差はなかった。

表‒2 より，木製猫砂の長所は重量が軽い，廃棄の容易さである。
重量が軽いということは大容量などのまとめ買いが可能で持ち運
びがしやすいという利点になる。廃棄の容易さは燃やせるごみと
して廃棄可能なことやトイレに流すことができる商品もあるため
飼育者の負担軽減につながる。しかし短所として，固まりにくい
点と重量が軽いため飛び散りやすい点がある。

Ⅲ．調査方法

個人営業等のペットショップを除いた鹿児島市の小売店（スー
パーマーケット 6 社，ドラッグストア 4 社，ホームセンター4 社，
百円ショップ 4 社，コンビニエンスストア（以下コンビニ）3 社，
ペットショップ 4 社）計 25 社を対象とし，メールや電話で聞き
取り調査を行った。聞き取り項目は表‒3 の通りである。

Ⅳ．調査結果

小売店 25 社中 13 社から回答があり，その内木製猫砂を取り
扱っている小売店は 9 社であった。その回答を表‒4 に，原料種
類別売上，売れ筋商品である理由の詳細を表の下に示す。

コロナ禍で猫砂の需要拡大の有無では，回答のあった 7 社中 3
社は需要拡大があったと回答した。残りの 4 社は需要拡大があっ
たとは断言できないと回答した。理由は以下の二つが挙げられる。
一つ目は，売上は伸びたが原料が値上がりし商品価格も上がった
ためである。二つ目は，売上は伸びているがコロナ禍によって伸
びたのかはわかっていないためである。後者から売上は伸びてい
るがコロナ禍によって急激に伸びた訳ではないということが明ら
かとなった。

猫砂全体の売上が期待できるかという項目では回答のあった 5
社中 1 社，コンビニ A のみが期待できないと回答している。理
由として，コンビニの狭い店内では猫砂という商品は場所をとる
割には売上が少ない商品であること，スーパーマーケット等に比
べると少ない容量で価格も高めであること，コロナ禍では外出自
粛要請により大規模小売店の利用する機会が減りコンビニでの需
要が見込めたが現在はそれが見込めなくなったことが挙げられた。

猫砂の種類別売上順位では，回答のあった 3 社で木製は 2 位
と 3 位であり，1 位と 2 位には鉱物製と紙製が入る結果となった。
鉱物製と紙製が売上上位である理由として，売れ筋商品である理
由が大きいと考えられる。鉱物製が売れ筋商品である理由は昔か
ら流通しており，安価で大容量のコストパフォーマンスがよいた
め，紙製は排尿によって色のつくタイプと色のつかないタイプで
それぞれ長所があり，色のつくタイプは固まる部分が一目でわか
る処理のしやすさ，色のつかないタイプは血尿などの色の変化が
分かりやすいことから健康状態の管理がしやすくなることが挙げ
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図‒2．猫砂例（システムトイレ）

表‒2．原料の種類による違い
原料 鉱物製 紙製 おから製 シリカゲル製 木製
重量 重い とても軽い 軽い 軽い 軽い

消臭力 ○ △ × ◎ 〇
固まりやすさ ◎ 〇 △ × △

トイレに流せる × △ ◎ × 〇
燃やせるゴミに出せる △ 〇 ◎ × ◎

環境への配慮 △ 〇 〇 × ◎
1Lあたりの価格（円） 113 . 22 127 . 25 127 . 33 257 . 34 127 . 96
◎：とても良い　○：良い　△：どちらともいえない　×：悪い

（筆者作成 . 価格は筆者調べ）

表 ‒ 1．排泄箱の種類
種類 通常用トイレ システムトイレ

使用方法 固まる猫砂を入れる 上段に固まらない猫砂
下段にシート

掃除 排尿後，掃除が必要 排尿後は掃除が不要
1ヶ月の

猫砂使用量 約 6 . 7 L 約 2 . 0 L

（筆者作成 . 使用量は筆者による 2022 年の実測値）

表‒3．聞き取り項目
・猫砂取扱開始時期
・コロナ禍による需要拡大の有無
・猫砂全体の売上が期待できるか
・売上のよい容量
・売れ筋商品の理由
・原料種類別売上
・これからの木製猫砂取扱意志の有無
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れからも売上が期待できるという回答が多く，また購入者がいる
限り木製猫砂を今後も取り扱おうと考えていることが明らかと
なった。

今後の研究課題として，木製猫砂の商品が購入者からどのよう
に評価されているのか，環境への配慮が購入意欲につながってい

るのかについての調査や製造している会社に製造コストなどの聞
き取り調査を行い，木製猫砂への評価や木製猫砂を製造している
会社の実態を明らかにすることが挙げられる。
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表‒4．回答一覧
会社名 取扱 取扱開始時 需要拡大 売上金額 売上期待度 売れ筋容量 種類別売上 売れ筋商品 将来の取扱

1 スーパーマーケット A 〇 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
2 スーパーマーケット B 〇 2022（木） △ ‒ 〇 ‒ ‒ ‒ 〇
3 スーパーマーケット C 〇 ‒ △ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
4 スーパーマーケット D 〇 ‒ 〇 ‒ 〇 5 L～8 L ① 1 〇
5 ドラッグストア A 〇 ‒ △ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
6 ホームセンターA 〇 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ 〇
7 ホームセンターB 〇 1989 くらい 〇 ‒ 〇 大容量 ② 2 〇
8 ホームセンターC 〇 2002 △ ‒ 〇 ‒ ③ ‒ 〇
9 コンビニ A 〇 2016 〇 ‒ △ ‒ ‒ ‒ 〇
10 スーパーマーケット E × ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
11 百円ショップ A × ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
12 百円ショップ B × 2001 ‒ 2008 ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
13 コンビニ B × ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
◎：とても良い　○：良い　△：どちらともいえない　―：未回答
①　 1 位：鉱物製　 2 位：紙製　 3 位：木製
②　 1 位：紙製　 2 位：木製　 3 位：鉱物製　 4 位：おから製　 5 位：シリカゲル製
③　 1 位：紙製 44 % 　 2 位：鉱物製 38 % 　 3 位：木製 13 % 　 4 位：おから製 5 %
1商品：鉱物製 8 L の商品
　・昔から流通しているもの（鉱物製）で，コストパフォーマンスがよいもの
2商品：紙製の商品
　・色のつくタイプは処理のしやすさ
　・色のつかないタイプは健康状態の管理のしやすさ

異なる（表‒1）。通常用トイレには固まる猫砂，システムトイレ
には固まらない猫砂が使用される。

通常用トイレは桶のような形の容器になっているのに対しシス
テムトイレは上下の容器に分かれている。この排泄箱の形状によ
る違いが，1カ月の猫砂使用量の違いに表れている。一般的にシ
ステムトイレより通常用トイレの方が猫砂使用量は多い。通常用
トイレの猫砂使用量が多いのは，通常用トイレは固まる猫砂を使
用しているためである。猫が排尿した後に固まった猫砂を取り除
く必要があり，そのため猫砂の量は減少する。しかし，システム
トイレは上の容器がすのこ状になっており，上の容器から落ちて
きた尿を下の容器のシートが吸収するようになっているため猫砂
を取り除く作業が必要なく，猫砂の量は変化しない。

また，猫砂には原料の種類で性質が異なり，それをまとめたも
のが表‒2 である。1 L あたりの価格は価格.com - 猫砂製品一覧の
最安価格（送料別）から求めた。価格に注目すると鉱物製が最も
安価で，シリカゲル製が最も高価であることがわかる。他の 3 種
類の紙製，おから製，木製はあまり価格に差はなかった。

表‒2 より，木製猫砂の長所は重量が軽い，廃棄の容易さである。
重量が軽いということは大容量などのまとめ買いが可能で持ち運
びがしやすいという利点になる。廃棄の容易さは燃やせるごみと
して廃棄可能なことやトイレに流すことができる商品もあるため
飼育者の負担軽減につながる。しかし短所として，固まりにくい
点と重量が軽いため飛び散りやすい点がある。

Ⅲ．調査方法

個人営業等のペットショップを除いた鹿児島市の小売店（スー
パーマーケット 6 社，ドラッグストア 4 社，ホームセンター4 社，
百円ショップ 4 社，コンビニエンスストア（以下コンビニ）3 社，
ペットショップ 4 社）計 25 社を対象とし，メールや電話で聞き
取り調査を行った。聞き取り項目は表‒3 の通りである。

Ⅳ．調査結果

小売店 25 社中 13 社から回答があり，その内木製猫砂を取り
扱っている小売店は 9 社であった。その回答を表‒4 に，原料種
類別売上，売れ筋商品である理由の詳細を表の下に示す。

コロナ禍で猫砂の需要拡大の有無では，回答のあった 7 社中 3
社は需要拡大があったと回答した。残りの 4 社は需要拡大があっ
たとは断言できないと回答した。理由は以下の二つが挙げられる。
一つ目は，売上は伸びたが原料が値上がりし商品価格も上がった
ためである。二つ目は，売上は伸びているがコロナ禍によって伸
びたのかはわかっていないためである。後者から売上は伸びてい
るがコロナ禍によって急激に伸びた訳ではないということが明ら
かとなった。

猫砂全体の売上が期待できるかという項目では回答のあった 5
社中 1 社，コンビニ A のみが期待できないと回答している。理
由として，コンビニの狭い店内では猫砂という商品は場所をとる
割には売上が少ない商品であること，スーパーマーケット等に比
べると少ない容量で価格も高めであること，コロナ禍では外出自
粛要請により大規模小売店の利用する機会が減りコンビニでの需
要が見込めたが現在はそれが見込めなくなったことが挙げられた。

猫砂の種類別売上順位では，回答のあった 3 社で木製は 2 位
と 3 位であり，1 位と 2 位には鉱物製と紙製が入る結果となった。
鉱物製と紙製が売上上位である理由として，売れ筋商品である理
由が大きいと考えられる。鉱物製が売れ筋商品である理由は昔か
ら流通しており，安価で大容量のコストパフォーマンスがよいた
め，紙製は排尿によって色のつくタイプと色のつかないタイプで
それぞれ長所があり，色のつくタイプは固まる部分が一目でわか
る処理のしやすさ，色のつかないタイプは血尿などの色の変化が
分かりやすいことから健康状態の管理がしやすくなることが挙げ
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図‒2．猫砂例（システムトイレ）

表‒2．原料の種類による違い
原料 鉱物製 紙製 おから製 シリカゲル製 木製
重量 重い とても軽い 軽い 軽い 軽い

消臭力 ○ △ × ◎ 〇
固まりやすさ ◎ 〇 △ × △

トイレに流せる × △ ◎ × 〇
燃やせるゴミに出せる △ 〇 ◎ × ◎

環境への配慮 △ 〇 〇 × ◎
1Lあたりの価格（円） 113 . 22 127 . 25 127 . 33 257 . 34 127 . 96
◎：とても良い　○：良い　△：どちらともいえない　×：悪い

（筆者作成 . 価格は筆者調べ）

表 ‒ 1．排泄箱の種類
種類 通常用トイレ システムトイレ

使用方法 固まる猫砂を入れる 上段に固まらない猫砂
下段にシート

掃除 排尿後，掃除が必要 排尿後は掃除が不要
1ヶ月の

猫砂使用量 約 6 . 7 L 約 2 . 0 L

（筆者作成 . 使用量は筆者による 2022 年の実測値）

表‒3．聞き取り項目
・猫砂取扱開始時期
・コロナ禍による需要拡大の有無
・猫砂全体の売上が期待できるか
・売上のよい容量
・売れ筋商品の理由
・原料種類別売上
・これからの木製猫砂取扱意志の有無
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